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聾 児に何を期待するか
マイクルバスト“あなたの聾児'，より
東京教育大学佐藤則．之
3才の幼聾女の親が，ある時，その子の訓練と教育について相談に来た。いろいろ話し
あったあとで，その父親は，「聾者でもできることは何でしょう。このひどく複雑な競争
のはげしい社会で彼等はどうやっていくでしょう｡」とたずねた。このような質問は，他
の多くの親からも，たびたび聞かれることを経験する。自分の娘が聾であると知ったあ
と,親はその娘に何を期待できるであろうか｡聾者とどんな接触をも持っていない親は,
遠大なこんごのもくろみの基礎になる何等の経験も持っていない。
．との親達がしたようにずっと先のことまで考えておくことが賢明である。毎日毎日，毎
週毎週,毎年毎年について計企を立てることが必要である。目標･期待･計企は，まず5
年,10年のために作らなければならない。このような計企や期待は子どもについての特別
な事実を基礎にして考える必要がある。親はこのような計企を現実的にするのに助けにな
るであろう聾児についての知識を得ることができる。
例えば，3才ぐらいで，親は普通，子どもの知能を知るために心理検査を行なうことが
できる｡子どもが普通以下か，普通か,普通以上かを知ることは，知能の面で，その子ど
もをどう扱ったらよいか，その子どもから何が期待できるかを知るのに助けになるb同様
にその子どもの社会的成熟度を評価することができる。これは又，自立の態度や責任をと
る態度において，他の子どもとどう比較するかを知る助けになる。この子がだんだん歳を
とって適齢になると，心理学者は，彼の特殊技能，例えば，手工業に向くとか，芸術的才
能があるとかを知ることができ，こうしてその子Iと何を期待したらよいか，何の職業に向
くかというようなことを知ることができる◎筋肉の運動の協調性のテストを早い年令です
ることができる。こういうテストは，その子どもが，聾であることに加えて，他の問題を
持っているかどうか，その子の協調性が普通か，普通より良いかどうかを知るのに助けに
なる。その子どもの個性や適応性は評価され得るし，将来への賢明な指示が与え得る。こ
のようにその子どものすべての能力と限界の評価を通してのみ，あなたの子どもから何を
期待し得るか，又，その子どの将来のために如何に計企すべきかを知り得る。（即ち，そ
の子どもの能力と，その制限限界のすべてを充分に知ることが，将来の計画にとって大切
である｡）
聾児も正常の知能を持つ
過去のある時期までは，聾児は，知能の面で遅れていると思われていた。近年，このこ
とはほんとうであるとは思われていない。言語不要知能テストが用い°られて，聾児は聴児
と同等であるということがわかった。そうだからといってこのことは，知能の遅れた聾児
は絶対に居ないのだということではない。聾はそれ自身，知能の劣性を示さないというこ
とを意味している。これは大切な事実である。もしも，たいていの聾児が精神的にも遅れ
ているのなら，彼等の障害は二重障害である。子どもが学校で，又後年達成すると期待さ
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れるところは，大いに減ずるであろう｡われわれが聾児の知能について学んだところから
するに，もしも，あなたの子どもが典型的であるなら，親は,子どもが平均の知能である
ということを期待すべきである｡
同様に，聾児は機械的な手の能力でも聴児と同様であることがわかった。普通の聾児は
もしも相応の訓練を与えられるなら,同年輩の聴児と同様，機械的な技術を得て働くこと
ができる。
聾児とパーソナリティ
多分，親は，人々が，聾児が退嬰的で猜疑的だといっていることを聞いたことがあるで
あろう。科学的な証拠ｶﾐ，こう確信さすことは，まだ役立ち得ない一方，たしかに，青年
期以後に聾になることが，・自分を閉じ込もり勝ちにし,他を疑い易くすることは，あり得
ることである。しかし，幼少時から聾であった者には,これは当てはまらないようであ
るd幼少時から聾である子どもや大人は,何も一定のパーソナリティの型を持っていな
い。彼等は，正常な聴力を持つ人々と同様に相互に異なる。彼等のたいていの者は，幸福
に自己を感じ，他人と協調してゆくのに囲難は何等持たない。若干の者は不幸で，友達も
少なく，生活をエンジョイしにくい。このことは，聾児の一群の中の個性や適応には,い
ろいろの型があることを示している6幼少の時からの聾は,聾それ自体が，特別の個性を
作り上げるのではない。このことも亦親にとっては非常に大切なことでおる。聾児の個性
は，大部分親が子どもに対してあたる態度や，指導や，訓練の仕方によって，でき上るの
である。
聾と学◇業績
学校の成績は話し，読み,書く能力に依存する。前に（前巻掲載）幼聾児の意志伝達の
効果を述べた。幼聾児の大問題は，自然の伝達に課せられた制限である。この制限の結
果，概して，聾児はう同年令の普通の聴児にくらべると，学業成績は，かなり遅れてい
る。現在，聾学校で，子どの訓練を完了した後でも，一般の聾児は，学業成績で，二三年
遅れている。‐
12才の一般の聴児は，7学年乃至は8学年の勉強をする。12才の一般の聾児は,、4学年
か6学年の勉強をする。親はこれを比較して，悲観してはいけない。恐らく，新しい教授
方法により，将来，この遅滞がとりかえされる道が開かれよう。さらに,これが,･聾児
が，大体において，遅滞している範囲であるということを銘記すべきである。多くは,子
どもの学業の現在の程度から，そういうふうにいえるのである。聾児という聾児が皆,教
育的に遅滞しているのではない。普通以上の快活さと優位さ.とから，現に少数の聾児は,
この遅滞を克服するのみか，ハイスクールやカレッジの課程をも完了している。
生計を得ること
自ら生計を得，成熟し,独立し，自足することは，すべての人の目標であり,願望であ
る。聾者も亦例外ではない。聾者も独立しようと欲し，自ら生計を得ようとしている。聾
者は，慈善的に扱われたくは思わない。聾者にも，野心があり.，誇りがあり，勤勉さがあ
って，彼等は，全く一つの群として自給自足一人立ちである。そうして，彼等は，自らの
生計を得，立派な職業についている記録があるのである。§
聾児は，良い職業指導と訓練とを持つべきである．聾児には,もちろん,若干の不可能
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な職種もある。が，しかし；現に非常に変化に富んだ仕事に雇われている。聾者が働く職
業は，機械関係，写真製版，花卉栽培，鋳込植字,時計やタイプライターの修繕，自動車
の機械扱い,動力ミシン裁断業，杢,室内装飾業，写真師薬剤師，美容師，宣教師，教
師その他の熟練を要したり要さなかったりする仕事である。
親は,､子どもの生計維持について懸念すべきではない。子どもがしなければならない仕
事は沢山ある｡現実的な取扱い,いい学問的な又職業指導,そうして，熟練家の指導を受
けると，彼は,彼の最善の力を用い，働きの世界で成功するであろう。
きこえる世界
聾児の教育に当って大切なことは，聾児が現実的に聞えるのが当り前の世界に住まなけ
ればならないということを次第に理解させることである。聾者は，生計のために聴者と共
に働かなければならないばかりでなく，聴者が聾者に対して,ある否定的な態度をとるこ
とも知らなければならない。多くの聴える人は，聾者を,･何か奇異なもの’劣等なものと
考えている。これは，自己と異なる者を，やや避けるという一般的な傾向に基づくことで
ある｡一般人は，聾者に対して，とくに寛怒するということはない。彼等は，聴の同僚に
対してよりも，聾の同僚に対してうより辛く当ることさえある。屡々聴える入は，聾とつ
き合うことを欲さない。そのわけは，聾者は，非常に，不思議に特異な存在のように考え
られるであろうと恐れるからである。
こういう社会の態度，聴える人々の集団の態度は，聾であることが意味するところの一
部である。不幸にも，こういう態度の重要性は，皆まだ充分に認められもしないし，了解
されてもいない。以上のような聴者の態度は，聴者が聾者を少数群に属するものであると
考えるところからくる。こういう次第で，人々は，否定的に聾者のことを考えるであろ
う.単に，聾なるが故に，区別される。例えば,聾者は，家主や地主が自分達を劣った資
格の欠ける者と考えるので，土地，家，アパー トの代金を拒んだ。あるいは’何を，近隣
の人がいうかについても，怒れて，ある事業主は聴者の労働者が，聾者が同様に働き得る
ことを，けしからんというので，聾者を雇えないといったことがある。一見こういう聴こ
える働き屋は,この場合，同等に働く聾者のために，聾者への優越感が冒されると感じた
からである。
一般人がこ.のような感情や態度を持っていることを聾者が理解することは,生活する上
に大切なことである。あなた子どもは成長するにつれて，聴者を理解することを学ばなけ
ればならな,い。彼は彼に対する人々 の態度は，主に聾問題に対する恐れから来るのだとい
うことを知らなければならない。というわけは，聴者は聾や聾の問題について無理解であ
るからだ。聾者は自分が一般人の感じ方を知っていることを，その態度とふるまいによっ
て，示ずことが肝要である。そうすることによって，だんだん聾者は接触する一般人から
受け容れられるようになるであろう。しかし僅かばかりの聴者しか，社会的友人や仲間の
中に，聾者を持っていないので，聾の友人を持つことは聾にとっても亦賢明なことであ
る。同じ集団の者同志だという気分は，情緒的に満足し，幸福になる要素である。聾者は
皆よい聴こえる友人を持つべきである。しかしながら，屡々，共通の問題を持つ聾の友人
は，ずっと必要を満たしてくれ，ずっと役に立ち，ずっと真実価値があるものである。
多分，親は,子どもが，他の聾児と同一視されることを欲しない。多分，親は，子ども
・－45－
戸.--------------一---ー－.一・・一一・一~･ー~~~~~~~~~ー~マーーーー~一一.一一‘
一
1浬
ー
が大きくなるにつれ，聾者と交際することを考えない。それから，多分，親は又，自分の
態度を吟味し，そうして，何故,親が，自分がするように感じているかのわけを知ること
を必要とする｡子どもが，或る集団に受け容れられ，又所属するというほんとうの気持ち
を持つことが大切であることを記憶せよ。或る聾児や聾の大人は，実際に,､聴者の集団に
も聾者の集団にも属することに失敗している。これはこまったことであるb人生に処して
行くに際して，ひどい困難さを屡々持つのは聾者である。親は，聾児をうまく．導くために
社会の態度を知らなければならないし，広い基本問題を知らなければならない。この世界
は，親のため，聾児のためではない。人は一般に，聾の問題にのみ出くわすの意はない。
共鳴にして寛容，客観的に又現実的になって，親は，これらの困難さに会って，それに打
ち勝つ方法を示し得るのである。
他の親達援助すること
聾児の親は，自分や自分の子どもばかりでなく，他の聾児の親達をも助けることができ
る。教授に関する専門的な処置，医学的な処置，補聴器の使用，心理学的価値研究が，こ
の仕事のために，とくくつ訓練を受けた人によってなされなければならない。しかし,他
の親や，一般人（専門家でない人）を教育する主な（啓蒙的な仕事）仕事は，聾の問題に
ついて，個人的に関心を持っている親に課せられなければならない｡.そのために，親のグ
ループが，国内に広く組織化されているのである。このグループにおいて,親の相互の問
題を論じたり，専門家による特別講義を聞くことができる。最近自分の子どもが聾である
と知った親のとり得る一番助けとなり価値のある6第一番目にやらなければならないこと
は，このような，親のグループに参加することである｡
親のグループは，あれこれと，沢山あってはいけない。あなた方の社会という，むしろ
広い範囲の中に散らかっている。ごく僅かの親達によってだけでも，討論会を持つことが
あなたにとっても，他の親にとっても有益であろうb又,いよいよ，ますます,通学学校
や寄宿学校が，陣営を組織化し，親の協会を発達さす。親は，この問題について学び，又
参加して，他の親を助けることができる。′
あなたが,すべての聾児に,つくし得る他の方法がある。あなたが自ら知識する素人に
なって，聾児が，聾成人の問題について,他の一般人に知識を与えることである｡このよ
うな努力によって,上述の一般人の否定的な態度が，次第に変化してくるであろう。あな
たが，もっと知識を得ることが第8号に書かれてある。
親は，聾児の生活にとって，一番大切な人である。あなたは自分の子どもに多くのこと
をしてやるが，あなたと同様な問題を持っている他の者にも助けになり得る事実を見落し
てはならない6
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